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発表概要

1. インストール＆セットアップ

2. タッチアプリの作り方

View、描画方法、タッチイベント

3. モグラたたきゲームの作り方（スレッドについて）

4. カメラアプリの作り方（SurfaceViewについて）

5. GPSとGoogleMapsを使ったアプリの作り方

6. Wi-Fiを使った位置推定の作り方（時間があれば）

7. 研究紹介（時間があれば）

（１５分×７テーマ＝１０５分を予定）



これからの内容

自分なりにWebページを見ながらAndroidアプリを
作ってみた話をします。

資料作成：Android 1.0

動作確認：Android 1.1 と 1.5 

• エミュレータと実機(Dev Phone 1)両方で動作確認

本日はAndroid 1.5 で行います。



Android Dev Phone 1

SIMロックフリー、開発者向け端末
バージョン：Android 1.0

→ ファームウェアのバージョンアップはできる
Android MarketのPCサイトで購入が可能
$399＋送料$100くらい 合計５万円くらい



Android 1.5 (Cupcake)

動画の録画再生機能、YouTubeへ動画アップロード
機能の追加

より高性能なBluetoothヘッドセットをサポートする、
ステレオBluetoothや自動ペアリングへの対応

高速なJavaScript実行を特長とする「Squirrelfish」テ
クノロジが採用された、最新の「WebKit」テクノロジ
を搭載するウェブブラウザの実装

GPSでさらに高速化された位置情報の取得性能

スクリーン上にソフトウェアキーボードを表示できる



現在の検索や時計などのウィジェットに加え、新た
な音楽プレーヤーやフォトフレームなどのウィジェッ
トの追加

携帯電話の加速度センサで本体の向きを測定し、
アプリケーションの表示方向を自動的に回転させ
る新機能

ユーザーインターフェースの改善（SMS、Gmail、カ
レンダー、ブラウザなど）

連絡先アプリケーションでのユーザー写真の利用
をサポート

カメラの起動時間や動作速度の向上



開発者向けＡＰＩ

オーディオおよびビデオの録音再生向けAPI 

「OpenGL」へのサポート向上

高速入力を補助するテキスト変換予測エンジン

音声認識をサポートするフレームワーク

実行中のアプリケーションのインターフェースプロ
セスと連動する、よりスムーズなバックグラウンドプ
ロセスのフレームワーク



１．インストール＆セットアップ ①

Android SDK 1.5：Androidの開発キット。

http://developer.android.com/sdk/1.5_r1/



インストール＆セットアップ ②

 Java SE (JDK6) ：Androidの開発キット。

http://java.sun.com/javase/downloads/



インストール＆セットアップ ③

Eclipse (3.4) ：Java言語の開発環境
http://www.eclipse.org/downloads/



インストール＆セットアップ ④

Android Development Tools(ADT)

• EclipseにAndroid開発機能を追加するためのプラグイン

インストール方法(Eclipseで行う)

• メニュー「Help→Software Updates...」を選択。

• Available Softwareタブを選択。

• 「Add Site..」ボタンを押す。

• Locationに「http://dl-ssl.google.com/android/eclipse/」を入力

• 「http://dl-ssl.google.com/android/eclipse/」の「Developer Tools」を
チェックし「Install...」ボタンを押す。

• Nextボタンを押す。

• ライセンスを読み、I acceptを選択し、Finishボタンを押す。

• Yesボタンを押し、Eclipseを再起動



インストール＆セットアップ ④

Android Development Tools(ADT)

• EclipseにAndroid開発機能を追加するためのプラグイン

設定方法
• Eclipseのメニュー「Window→Preferences」を選択。

• ツリーでAndroidを選択。

• SDK LocationにAndroid SDKのルートを指定。

• OKボタンを押す。



その他(Dev Phone 1について)

Google から Dev Phone 1の購入

Dev Phone 1のアクティベーション

Dev Phone 1のファームウェアを1.5にアップデート

上記については、この講座ではやりませんが、悩
まれている方がいましたら、ご連絡ください。

結構、苦労しました。



２．タッチアプリの作り方

参考Ｗｅｂサイト

• http://www.hakkaku.net/

株式会社八角研究所のWEBサイト

• Android で再開する Java プログラミング



円を
描く



Androidのアプリケーションの実行

メインクラス（Activity）を継承したTestCircle

• onCreate()メソッドが呼び出される

• setContentView()でViewの設定を行う

•今回はMyViewというViewクラスを生成して設定

Viewクラス
• 独自にカスタマイズした画面を作成する場合に利用

• キー入力やタッチパネルのイベントを利用できる



Viewクラスの描画onDraw()を作成

onDraw()メソッドはViewの処理の中で描画
が行わるタイミングごとに呼び出される



背景色の設定



アンチエイリアス

画像のギザギサを目立たなくする処理



アンチエイリアスの様子

アンチエイリアス前 アンチエイリアス後



タッチイベント

invalidate()でonDraw()を呼び描画させる



複数タッチへの対応（ArrayListを使う）

エラーがでたときは×をクリックすると、自動的に追加・修正ができる



ArrayListを利用して複数の円を描画



３ ゲームへの応用(Viewクラス版)

定期的に処理を行う⇒「スレッド」を利用

この中で、invalidate() メソッドを呼び出すことで、再描画し
ます。

 Timer を使った場合、イベントは別スレッドで実行されます
ので、定期的なタイマーを処理する中で、GUI を操作する
invalidate() メソッドを呼ぶことはできません。

そこで、android.os.Handler を利用して、post() メソッドを利
用して GUI を更新します。

 Timer でスレッドを分けてしまうと、ちょっと処理が複雑にな
ってしまいます。この方法はあまり良くありません。



1秒ごとにランダムな場所に円を描画



モグラたたきゲームへの応用



続き：タッチイベントと描画処理

＞



Handlerを継承させて作成する





SurfaceView

• アプリケーションスレッドから独立して描画専用の
スレッドで行われるため、高速かつスムーズに表
示ができる。

• OpenGL ESの処理を利用することもできる。

⇒カメラアプリやゲームはSurfaceViewが良い

参考ＵＲＬ（んぱか工房）

• http://www.saturn.dti.ne.jp/~npaka/android/



SurfaceView版：
円をランダムな座標に50msごとに描画



続き：スレッドの処理



４．カメラアプリの作り方(SurfaceView)



SurfaceViewによるカメラアプリ



５．GPSとGoogleMapsを使ったアプリの作り方

AndroidManifest.xml
 Android  1.5 ：Google APIs を選択するとライブラリが追加される

 旧バージョン：アプリケーションでcom.google.android.mapsを追加
AndroidManifest.xml で自動生成されるXML

<uses-library android:name=“com.google.android.maps”></uses-library>

 permission（許可）に以下の３つを追加。
• GPSを使う場合： ACCESS_FINE_LOCATION ACCESS_MOCK_LOCATION

• GoogleMapsを使う場合： INTERNET

AndroidManifest.xml で自動生成されるXML

<uses-permission android:name="android.permission.ACCESS_FINE_LOCATION">

</uses-permission> 

<uses-permission android:name="android.permission.ACCESS_MOCK_LOCATION">

</uses-permission> 

<uses-permission android:name="android.permission.INTERNET">

</uses-permission>



GoogleMapsを使う簡単なサンプル
import android.os.Bundle; 

import com.google.android.maps.*; 

public class MapSample extends MapActivity { 

public void onCreate(Bundle savedInstanceState) { 

super.onCreate(savedInstanceState); 

MapView map = new MapView(this, "[Android Maps API Key]"); 

map.setEnabled(true); 

map.setClickable(true); 

setContentView(map); 

}

protected boolean isRouteDisplayed() { 

return false; 

} 

}
＜参考URL＞
http://www.adamrocker.com/blog/230/android_maps_the_simplest_sample.html



フィンガープリントの取得方法
コマンドプロンプトで以下を入力 (Vistaの場合)

keytool –list –keystore c:¥users¥ユーザー名¥.android/debug.keystore

パスワード→入力せずにEnter



MapsAPIキーの取得方法

 http://code.google.com/intl/ja/android/maps-api-signup.html

フィンガープリントを入力



エミュレータでAndroid SDK1.5 と
Google Mapを動かすには

コマンドプロンプトから、たとえば

android create avd --name sdk5map --target 3

を入力してAVD（ Android仮想デバイス）を作成する
必要がある。



GPS情報を取得する

 Activityクラスに準備されているシステムサービスを呼び出します。
locman = (LocationManager)this.getSystemService(Context.LOCATION_SERVICE);

 次にLocationManagerのGPSを取得します。

Location loc = locman.getCurrentLocation("gps");

 緯度と経度が取得できます。

double latitude = loc.getLatitude(); //緯度

double longitude = loc.getLongitude(); //経度



MapActivityとLocationListenerの組合せ



続き：イベント処理の実装



６．Wi-Fiを使った位置推定の作り方

BroadcastReceiverを継承したクラスを作成する

WifiManagerクラスのインスタンスを作成する

onReceive()メソッドで、

WifiManagerのインスタンスのgetScanResults() によ
りWifiの情報を取得する

List<ScanResult> に入れる

Permissionに

• ACCESS_WIFI_STATE

• CHANGE_WIFI_STATE を入れる


